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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公開番号】特開2006-135980(P2006-135980A)
【公開日】平成18年5月25日(2006.5.25)
【年通号数】公開・登録公報2006-020
【出願番号】特願2005-318997(P2005-318997)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｍ  13/29     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  11/10     (2006.01)
   Ｈ０３Ｍ  13/19     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｍ  13/29    　　　　
   Ｇ０６Ｆ  11/10    ３３０Ｍ
   Ｈ０３Ｍ  13/19    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月10日(2008.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリジナルのデータに外部ＥＣエンコーダを適用し、引き続いて少なくとも１つの内部
ＥＣエンコーダを適用することによって作り出されたＥＣ符号化されたデータを復号化す
るための方法であって、
　（ａ）第１の復号化されたデータを作り出すために前記ＥＣ符号化されたデータに、前
記少なくとも１つの内部ＥＣエンコーダに対応する少なくとも１つの内部ＥＣデコーダを
適用するステップと、
　（ｂ）第２の復号化されたデータを作り出すために前記第１の復号化されたデータに、
前記外部ＥＣエンコーダに対応する少なくとも１つの反復型ＥＣデコーダを適用するステ
ップと、
　（ｃ）出力の復号化されたデータを作り出すために前記第２の復号化されたデータに、
前記外部ＥＣエンコーダに対応する代数型ＥＣデコーダを適用するステップとを含む方法
。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダが反復型ＥＣデコーダを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダが低密度パリティ・チェック（ＬＤＰＣ）デコ
ーダを含み、前記少なくとも１つの反復型ＥＣデコーダが反復型アレイ・デコーダを含み
、前記代数型ＥＣデコーダが代数型アレイ・デコーダである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＥＣ符号化されたデータが、（１）記号の第１のブロックを作り出すために前記オ
リジナルのデータに前記外部ＥＣエンコーダを適用するステップ、および（２）符号語の
第１のブロックを作り出すために前記記号の第１のブロックに前記少なくとも１つの内部
ＥＣエンコーダを適用するステップによって作り出された符号語の第１のブロックに対応
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する符号語の第２のブロックを含み、
　ステップ（ａ）が、前記第１の復号化されたデータを作り出すために前記ＥＣ符号化さ
れたデータの中の各々の符号語を別々に復号化するステップを含み、
　前記第１の復号化されたデータが前記記号の第１のブロックに対応する記号の第２のブ
ロックを含み、
　前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダによる前記符号語のうちの少なくとも１つの復
号化が前記記号の第２のブロックの中に２つ以上の記号を作り出す、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　ステップ（ａ）がさらに、チャンネルから前記ＥＣ符号化されたデータを受け取るため
にチャンネル検出器を適用するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　外因性の情報が前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダから前記チャンネル検出器へと
送られるか、
　外因性の情報が前記少なくとも１つの反復型ＥＣデコーダから前記チャンネル検出器へ
と送られるか、
　外因性の情報が前記少なくとも１つの反復型ＥＣデコーダから前記少なくとも１つの内
部ＥＣデコーダへと送られるかのうちの、少なくとも１つである、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　オリジナルのデータに外部ＥＣエンコーダを適用し、引き続いて少なくとも１つの内部
ＥＣエンコーダを適用することによって作り出されたＥＣ符号化されたデータを復号化す
るための連結されたデコーダであって、
　（ａ）第１の復号化されたデータを作り出すために前記ＥＣ符号化されたデータを復号
化するように構成され、前記少なくとも１つの内部ＥＣエンコーダに対応する少なくとも
１つの内部ＥＣデコーダと、
　（ｂ）第２の復号化されたデータを作り出すために前記第１の復号化されたデータを復
号化するように構成され、前記外部ＥＣエンコーダに対応する少なくとも１つの反復型Ｅ
Ｃデコーダと、
　（ｃ）出力の復号化されたデータを作り出すために前記第２の復号化されたデータを復
号化するように構成され、前記外部ＥＣエンコーダに対応する代数型ＥＣデコーダとを有
するデコーダ。
【請求項８】
　前記ＥＣ符号化されたデータが、（１）記号の第１のブロックを作り出すために前記オ
リジナルのデータに前記外部ＥＣエンコーダを適用するステップ、および（２）符号語の
第１のブロックを作り出すために前記記号の第１のブロックに前記少なくとも１つの内部
ＥＣエンコーダを適用するステップによって作り出された符号語の第１のブロックに対応
する符号語の第２のブロックを含み、
　前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダが、前記第１の復号化されたデータを作り出す
ために前記ＥＣ符号化されたデータの中の各々の符号語を別々に復号化するように構成さ
れ、
　前記第１の復号化されたデータが前記記号の第１のブロックに対応する記号の第２のブ
ロックを含み、
　前記少なくとも１つの内部ＥＣデコーダによる前記符号語のうちの少なくとも１つの復
号化が前記記号の第２のブロックの中に２つ以上の記号を作り出す、請求項７に記載のデ
コーダ。
【請求項９】
　（１）記号の第１のブロックを作り出すためにデータの第１のブロックに外部エンコー
ダを適用するステップ、および（２）符号語の第１のブロックを作り出すために前記記号
の第１のブロックに少なくとも１つの内部エンコーダを適用するステップによって作り出
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されたＥＣ符号化されたデータを復号化するための方法であって、
　（ａ）前記符号語の第１のブロックに対応する符号語の第２のブロックを復号化するた
めに少なくとも１つの内部デコーダを適用するステップであって、前記符号語の第２のブ
ロックの復号化が前記記号の第１のブロックに対応する記号の第２のブロックを作り出し
、前記内部デコーダが前記符号語の第２のブロックの中の各々の符号語を別々に復号化し
、少なくとも１つの符号語が前記内部デコーダによって復号化されることで前記記号の第
２のブロックの中に２つ以上の記号を作り出すステップと、
　（ｂ）前記データの第１のブロックに対応するデータの第２のブロックを作り出すため
に代数の復号化仕組みを前記記号の第２のブロックに適用するステップとを含み、
　前記少なくとも１つの内部デコーダがＬＤＰＣデコーダから成り、
　前記少なくとも１つの内部デコーダがＬＤＰＣデコーダから成り、および
　前記代数型外部デコーダが代数型アレイデコーダである、のうちの少なくとも１つが成
りたつ方法。
【請求項１０】
　（１）記号の第１のブロックを作り出すためにデータの第１のブロックに外部エンコー
ダを適用するステップ、および（２）符号語の第１のブロックを作り出すために前記記号
の第１のブロックに少なくとも１つの内部エンコーダを適用するステップによって作り出
されたＥＣ符号化されたデータを復号化するための連結されたデコーダであって、
　前記符号語の第１のブロックに対応する符号語の第２のブロックを復号化するように構
成された少なくとも１つの内部デコーダであって、前記符号語の第２のブロックの復号化
が前記記号の第１のブロックに対応する記号の第２のブロックを作り出し、前記内部デコ
ーダが前記符号語の第２のブロックの中の各々の符号語を別々に復号化し、少なくとも１
つの符号語が前記内部デコーダによって復号化されることで前記記号の第２のブロックの
中に２つ以上の記号を作り出すような内部デコーダと、
　前記データの第１のブロックに対応するデータの第２のブロックを作り出すために代数
の復号化仕組みを前記記号の第２のブロックに適用するように構成された代数型外部デコ
ーダとを備え、
　前記少なくとも１つの内部デコーダがＬＤＰＣデコーダから成り、
　前記少なくとも１つの内部デコーダがＬＤＰＣデコーダから成り、および
　前記代数型外部デコーダが代数型アレイデコーダである、のうちの少なくとも１つが成
りたつ、連結されたデコーダ。
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